



2009 年 6 月 7 日（日）に開催した「ポルトガル語での討論Ⅱ－経済危機下で私たちブラジル人は日本
でいかに生きるか」の終了時、ポルトガル語での参加者アンケートを実施した。ブラジル人の参加者は




性別   
  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
女性 32 43.8  
男性 41 56.2  
N 73 100 
 回答者の性別については、女性が 44％、男性が
56％で男性の方が多かった。ちなみに 2008 年 10
月に実施した第１回では、回答者 49 名中、女性
が 57％、男性が 43％だった。 
 
結婚歴   
  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
独身 17 23.3  
結婚 46 63.0  
離婚  7 9.6  
死別  2 2.7 
無回答  1 1.4 








年齢   
  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
16 歳未満  1  1.4 
16～20 歳  1  1.4 
21～30 歳 13 17.8 
31～40 歳 12 16.4 
41～50 歳 32 43.8 
50 歳以上 14 19.2 
N 73 100 
 回答者の年齢分布は 41～50 歳が約 44％で最も
多く、次いで 50 歳以上が 19％となっている。一











子ども   
   度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
いない 24 32.9  
いる 47 64.4  
無回答  2  2.7 





 子どもがいると回答した 47 名に対して子ども








住まい   
  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
浜松市内 37 50.7 
浜松市外 36 49.3 



















答しているのは、磐田市 6 名、袋井市 5 名、掛川






  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
静岡県 20 55.6  
愛知県  7 19.4  
滋賀県  3 8.3  
岐阜県  2 5.6  
その他  3 8.3  
無回答  1 2.8 
















  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
0～3 年 5  6.8  
4～6 年 17 23.3  
7～10 年 10 13.7  
11～15 年 20 27.4  
16 年以上 19 26.0  
無回答  2  2.8 
N 73 100 









職業   
  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
自動車製造業 10 13.7  
電気製品製造業  0 0.0  
市役所  5 6.8  
事務  7 9.6  
派遣会社  3  4.1  
ブラジル人学校  3  4.1  
県庁  2  2.7  
食品製造業  1  1.4  
家庭  0  0.0  
病院  0  0.0 
失業中 26 35.6 
その他 17 23.3  

















  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
雑誌 Alternativa 18 24.7
雑誌 Boa Ｄica 8 11.0
雑誌 Vitrine 10 13.7















  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
ブラジル店  7 9.6  
ブラジル人学校  0 0.0  
HICE  8 11.0  
西部パレット  2  2.7 
ブラジルレストラン  2  2.7  
その他 18 24.7  


















  度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
ない 27 37.0  
ある 46 63.0  







































次回テーマとして期待するもの   
   前回 （2008 年） 今回 （2009 年）
 度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 度数 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
参政権  7 14.3  12 16.7 
労働契約 16 32.7  22 30.6 
教育 35 71.4  44 61.1 
日本語 21 42.9  25 34.7 
差別  8 16.3  15 20.5 
健康保険 13 26.5  29 39.7 
年金 22 44.9  31 42.5 
帰化  4  8.2  12 16.4 
永住権  6 12.2   6  8.2 




この質問については、選択肢が前回（2008 年 10 月）と同じなので、前回と今回の回答を対比
させて表示した。もっとも多いのは教育で 61％が回答した。前回の 71％から 10 ポイント減少
しているが、これは今回の討論における主な焦点が教育だったことにもよっているだろう。 
次に回答が多かったのは年金で 43％が選択している。前回より若干低いものの、このような
討論会に足を運ぶ「定住志向」のブラジル人にとって、老後をどうするかが新たな関心事とな
っている様子がわかる。健康保険（40％）、日本語（35％）、労働契約（31％）も 3 割を超える
回答となっている。選挙権や帰化をめぐる問題に関心を持つ人もいた。 
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